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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 65,661 0.5 10,620 344.7 8,879 468.5
22年3月期第3四半期 65,313 0.3 2,388 ― 1,561 △32.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 12.15 8.98
22年3月期第3四半期 2.11 1.56

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 3,793,767 173,693 4.5 188.83
22年3月期 3,673,074 158,900 4.3 168.08

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  171,594百万円 22年3月期  156,892百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  

（注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況を記載しております。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の
状況につきましては、「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
23年3月期 ― 0.00 ―

23年3月期 
（予想）

3.00 3.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 86,200 △0.0 10,900 64.5 6,300 8.0 7.82



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．２「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 741,171,538株 22年3月期  741,129,195株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  9,805,305株 22年3月期  10,759,489株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 730,798,177株 22年3月期3Q 739,356,174株



（種類株式の配当の状況）

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

第４回第一種優先株式

22年3月期
23年3月期
23年3月期（予想）

（注）第４回第一種優先株式は、市場金利に連動し配当額が決定されます。

第二種優先株式

22年3月期
23年3月期
23年3月期（予想）

１株当たり配当金

　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭
第1四半期末 第2四半期末

第1四半期末 第2四半期末

期末 合計

　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭

　－

第3四半期末

　     13   00
　－

　     13   00

　－ 　      0   00 　－ 　     10   00

　      0   00 　－

第3四半期末

　－ 　      0   00

　     10   00

　     10   00

　     12   00 　     12   00

　　　　円　銭
期末 合計

１株当たり配当金

　－
　     10   00

　      0   00 　－
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期の連結経営成績につきましては、資金運用収益が減少したものの、債券売
却益を確保したことなどから、経常収益は、前年同期比 3億48百万円増加の 656億61百万
円となりました。

一方、経常費用につきましては、基幹システム移行に伴い経費が増加いたしましたが、
資金調達費用および株式関係損失が減少したことや、貸倒引当金が取り崩しとなったこと
などから、前年同期比 78億83百万円減少の 550億41百万円となりました。

以上の結果、連結経常利益は、前年同期比 82億32百万円増加の 106億20百万円、連結
四半期純利益は 前年同期比 73億17百万円増加の 88億79百万円となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期末における連結財政状態につきましては、総資産が 3兆7,937億円、純資
産が 1,736億円となりました。

、 。貸出金につきましては 前連結会計年度末比 33億円増加の 2兆4,488億円となりました
公共貸出が減少しておりますが、中小企業向け貸出や住宅ローンを含む消費者ローンは引
き続き増加基調にあります。

預金・譲渡性預金につきましては、個人預金を中心に増加し、前連結会計年度末比 724
億円増加の 3兆4,699億円となりました。

また、有価証券につきましては、前連結会計年度末比 1,049億円増加の 1兆507億円と
なりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

当第３四半期累計期間の四半期純利益は、平成22年11月12日に公表いたしました平成23
、 、年3月期通期の業績予想を上回っておりますが 先行きの見通しにおいて不透明感があり

今後の動向等を見極める必要があることなどから、現時点において業績予想の変更はござ
いません。

２．その他の情報

（１）重要な子会社の異動の概要

該当事項はございません。

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

（簡便な会計処理）
・減価償却費の算定方法

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分
する方法により算定しております。

（特有の会計処理）
該当事項はございません。

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

①会計処理の変更
（資産除去債務に関する会計基準の適用）

第１四半期連結会計期間から「資産除去債務に関する会計基準 （企業会計基準第18号」
平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針 （企業会計基準適」
用指針第21号平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、経常利益は 37百万円減少、税金等調整前四半期純利益は 287百万円減少
しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 378百万円
であります。

②表示方法の変更
（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準 （企業会計基準第22号平成20年12月26日）に基づく」
財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日内閣府令第５号）の適用
により、当第３四半期連結累計期間では 「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を、
表示しております。

（株）紀陽ホールディングス（ ） 平成 年３月期 第３四半期決算短信8415 23

2



３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 56,104 62,121

コールローン及び買入手形 101,268 85,808

債券貸借取引支払保証金 － 20,877

買入金銭債権 3,690 4,273

商品有価証券 4,253 5,328

有価証券 1,050,713 945,776

貸出金 2,448,855 2,445,529

外国為替 1,605 1,580

その他資産 57,812 29,010

有形固定資産 34,502 34,343

無形固定資産 17,145 19,739

繰延税金資産 27,320 33,339

支払承諾見返 16,769 18,315

貸倒引当金 △26,273 △32,971

資産の部合計 3,793,767 3,673,074

負債の部   

預金 3,370,900 3,270,199

譲渡性預金 99,049 127,332

債券貸借取引受入担保金 53,489 27,145

借用金 30,560 34,748

外国為替 34 21

社債 15,000 8,000

その他負債 33,402 27,349

退職給付引当金 26 25

役員退職慰労引当金 32 40

睡眠預金払戻損失引当金 437 590

偶発損失引当金 368 404

支払承諾 16,769 18,315

負債の部合計 3,620,073 3,514,173

純資産の部   

資本金 58,350 58,350

資本剰余金 64,634 64,630

利益剰余金 43,163 37,099

自己株式 △1,182 △1,288

株主資本合計 164,965 158,791

その他有価証券評価差額金 6,630 △1,897

繰延ヘッジ損益 △0 △1

評価・換算差額等合計 6,629 △1,899

少数株主持分 2,099 2,008

純資産の部合計 173,693 158,900

負債及び純資産の部合計 3,793,767 3,673,074
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

経常収益 65,313 65,661

資金運用収益 46,491 45,583

（うち貸出金利息） 36,407 34,401

（うち有価証券利息配当金） 9,868 10,997

役務取引等収益 8,031 7,940

その他業務収益 7,945 11,500

その他経常収益 2,845 637

経常費用 62,925 55,041

資金調達費用 7,754 6,769

（うち預金利息） 6,717 5,715

役務取引等費用 2,963 2,926

その他業務費用 4,010 5,573

営業経費 30,521 32,279

その他経常費用 17,675 7,492

経常利益 2,388 10,620

特別利益 1,679 4,900

貸倒引当金戻入益 － 3,410

償却債権取立益 1,679 1,490

特別損失 30 1,236

固定資産処分損 24 165

減損損失 5 822

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 249

税金等調整前四半期純利益 4,037 14,283

法人税、住民税及び事業税 602 511

法人税等調整額 1,771 4,790

法人税等合計 2,373 5,302

少数株主損益調整前四半期純利益  8,981

少数株主利益 101 101

四半期純利益 1,561 8,879
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（３）継続企業の前提に関する注記

該当事項はございません。

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はございません。
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１．損益の状況

（１）紀陽ホールディングス連結

（単位：百万円）

平成23年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期

第3四半期 第3四半期 比較 通期業績予想値

連結累計期間 連結累計期間 (ａ－ｂ)

(ａ) (ｂ)

連 結 粗 利 益 49,755 47,739 2,016

38,813 38,736 77資 金 利 益

5,013 5,067 △ 54役 務 取 引 等 利 益

5,927 3,934 1,993そ の 他 業 務 利 益

営 業 経 費 （ △ ） 32,279 30,521 1,758

一般貸倒引当金繰入額（△） － 1,386 △ 1,386

不 良 債 権 処 理 額 （ △ ） 3,750 6,212 △ 2,462

3,527 4,355 △ 828う ち 貸 出 金 償 却 （ △ ）

－ 1,310 △ 1,310うち個別貸倒引当金繰入額（△）

株 式 関 係 損 益 △ 3,253 △ 7,864 4,611

経 常 利 益 10,620 2,388 8,232 10,900

特 別 損 益 3,663 1,649 2,014

1,490 1,679 △ 189う ち 償 却 債 権 取 立 益

3,410 － 3,410う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

822 5 817う ち固定資産減損損失（△）

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 14,283 4,037 10,246

法 人 税 等 合 計 （ △ ） 5,302 2,373 2,929

法人税、住民税及び事業税（△） 511 602 △ 91

法 人 税 等 調 整 額 （ △ ) 4,790 1,771 3,019

少数株主損益調整前四半期純利益 8,981 1,663 7,318

少 数 株 主 利 益 101 101 0

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 8,879 1,561 7,318 6,300

与 信 コ ス ト 総 額 （ △ ） △ 1,162 5,919 △ 7,081

（注）１．連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）

＋（その他業務収益－その他業務費用）

２．当第３四半期連結累計期間の一般貸倒引当金繰入額は△1,829百万円となり、個別貸倒引当金繰

入額△1,580百万円との合計額△3,410百万円を貸倒引当金戻入益に計上しております。

３．与信コスト総額＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－償却債権取立益－貸出関連に係る

貸倒引当金戻入益

４．（△）は損失項目です。

当第３四半期累計期間の紀陽ホールディングス連結経営成績は、当社グループの中核である紀陽

銀行において、債券売却益の確保を行う一方、株式関係損失や与信関連費用が減少したことなどに

より、経常利益は106億円（前年同期比82億円増加）、四半期純利益は88億円（前年同期比73億円

増加）となりました。

株式会社紀陽ホールディングス
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株式会社紀陽ホールディングス

（２）紀陽銀行単体

（単位：百万円）

平成23年3月期 平成22年3月期 平成23年3月期

第3四半期 第3四半期 比較 通期業績予想値

累計期間 累計期間 (ａ－ｂ)

(ａ) (ｂ)

業 務 粗 利 益 46,681 44,751 1,930

38,623 38,483 140資 金 利 益

2,916 3,055 △ 139役 務 取 引 等 利 益

5,142 3,212 1,930そ の 他 業 務 利 益

経費（除く臨時処理分）（△） 29,743 27,601 2,142

一般貸倒引当金繰入額（△） － 1,156 △ 1,156

業 務 純 益 16,938 15,992 946

12,202 14,115 △ 1,913う ち コ ア 業 務 純 益

臨 時 損 益 △ 5,689 △ 12,420 6,731

2,788 4,852 △ 2,064不 良 債 権 処 理 額 （ △ ）

2,571 3,341 △ 770う ち 貸 出 金 償 却 （ △ ）

－ 985 985うち個別貸倒引当金繰入額（△） △

△ 3,265 △ 7,863 4,598株 式 関 係 損 益

株 式 等 償 却 （ △ ） 1,437 7,969 △ 6,532う ち

364 296 68そ の 他

経 常 利 益 11,249 3,572 7,677 12,600

特 別 損 益 3,983 1,324 2,659

1,064 1,352 △ 288う ち 償 却 債 権 取 立 益

4,154 4,154う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 －

822 5 817う ち 固定資産減損損失（△）

税 引 前 四 半 期 純 利 益 15,232 4,896 10,336

法 人 税 等 合 計 （ △ ） 4,907 2,105 2,802

法人税、住民税及び事業税（△） 45 44 1

法 人 税 等 調 整 額 （ △ ） 4,862 2,060 2,802

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益 10,325 2,790 7,535 8,000

与 信 コ ス ト 総 額 （ △ ） △ 2,443 4,657 △ 7,100

（注）１．コア業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前、債券関係損益控除後の業務純益です。

２．当第３四半期累計期間の一般貸倒引当金繰入額は△2,236百万円となり、個別貸倒引当金繰入額

△1,918百万円との合計額△4,154百万円を貸倒引当金戻入益に計上しております。

３．与信コスト総額＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－償却債権取立益－貸出関連に係る

貸倒引当金戻入益

４．（△）は損失項目です。

紀陽銀行単体ベースの経常利益については、基幹システム移行に伴い経費が増加いたしましたが、

債券売却益の確保を行う一方、株式関係損失や与信関連費用が減少したことなどにより、前年同期比

76億円増加の112億円となりました。

また、四半期純利益については、特別損益において、貸倒引当金戻入益を計上したことなどにより、

前年同期比75億円増加の103億円となりました。
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２．預金、貸出金の残高

（紀陽銀行単体）

（単位：億円）

平成22年12月末 平成22年3月末 平成21年12月末

預金・譲渡性預金（末残） 34,882 34,148 33,112

うち預金 33,766 32,774 32,328

うち個人預金 26,019 25,275 25,316

貸出金（末残） 24,561 24,515 24,023

うち消費者ローン 8,751 8,544 8,446

うち住宅ローン 7,486 7,327 7,265

３．預かり資産（投資信託・公共債・個人年金保険等）残高

（紀陽銀行単体）

（単位：億円）

平成22年12月末 平成22年3月末 平成21年12月末

投資信託残高 1,466 1,549 1,467

公共債残高 651 701 724

投資信託・公共債合計残高 2,118 2,251 2,191

個人年金保険等 2,165 2,105 2,061

（注）個人年金保険等は、販売累計額を記載しております。

４．自己資本比率

（紀陽ホールディングス連結、第二基準）
（単位：億円）

平成22年12月末 平成22年9月末

自己資本比率 11.87 ％ 11.27 ％

Ｔｉｅｒ１比率 8.81 ％ 8.60 ％

自己資本額 2,135 2,025

うちＴｉｅｒ１ 1,585 1,545

リスクアセット等 17,984 17,961

総所要自己資本額 719 718

（紀陽銀行単体、国内基準）
（単位：億円）

平成22年12月末 平成22年9月末

自己資本比率 11.31 ％ 10.76 ％

Ｔｉｅｒ１比率 8.31 ％ 8.10 ％

自己資本額 2,024 1,923

うちＴｉｅｒ１ 1,486 1,448

リスクアセット等 17,887 17,861

総所要自己資本額 715 714

株式会社紀陽ホールディングス
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５．時価のある有価証券の評価差額

（紀陽銀行単体）

（単位：億円）

平成22年12月末 平成22年3月末

評価差額 評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損

満期保有目的（注３） 10 11 0 14 15 0

その他有価証券 98 219 120 0 159 158

株式 3 33 29 19 43 23

債券 90 101 10 11 34 22

その他 △ 55 25 80 △ 94 17 111

（注４） 59 59 － 64 64 －

総合計 109 230 121 15 174 159

（注１）有価証券のほか、買入金銭債権中の信託受益権も含めております。
（注２）時価のある子会社・関連会社株式はございません。
（注３）満期保有目的として保有する変動利付国債については、合理的に算定された価額により評価してお

ります。
（注４）変動利付国債の保有目的区分変更（「その他有価証券」から「満期保有目的」へ）により発生した

評価差額を記載しております。

６．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示

（紀陽銀行単体）
（単位：億円）

平成22年12月末 平成22年3月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 246 283

危険債権 577 572

要管理債権 80 87

小計 905 943

（合計債権残高に占める比率） ( 3.63%) （ 3.79%）

正常債権 24,009 23,930

合計 24,915 24,874

以 上
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